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参考資料 

 

 

 

 

（１） 計画の策定体制について 

本計画は、総合管理計画で定めた「フォローアップの実施方針」に基づき、

公共施設の複合化や集約化等の取組を部門横断的に検討するため、施設所管部

長等で組織する「福生市公共施設マネジメント庁内検討委員会」及び施設所管

課長等で組織する「実務担当部会」を設置し、計画案を策定しました。 

 

図表 50 計画の策定体制について 

 

 

（２） 福生市公共施設マネジメント庁内検討委員会 

ア 構 成 

委員長 副市長 

副委員長 教育長 

委員 

企画財政部長 総務部長 生活環境部長 福祉保健部長 

福祉保健部参事 子ども家庭部長 都市建設部長  

都市建設部参事 教育部長 教育部参事 企画調整課長  

行政管理課長 

   

１ 計画の策定体制 
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イ 開催内容と回数 平成 30 年度：５回 令和元年度：３回  

令和２年度：４回 

 

ウ 開催内容 

開催日 内 容            

平成 30 年 

５月 29 日 

・福生市公共施設等総合管理計画に基づく個別施設計画の

策定方針（案）について 

・個別施設計画の構成・目次（案）について 

９月３日 
・個別施設計画の記載内容について 

・福生駅西口地区に導入する公共機能（案）について 

10 月２日 
・全員協議会での報告について 

・個別施設計画の記載内容について 

平成 31 年 

３月４日 
・公共施設再配置基本方針（案）について 

３月 22 日 ・公共施設再配置基本方針（案）について 

令和元年 

５月 22 日 

・平成 30 年度の庁内検討委員会の取組について（報告） 

・令和元年度の庁内検討委員会について 

５月 27 日 ・公共施設再配置基本方針（案）について 

12 月 25 日 

・目標使用年数について 

・各地区の再配置のおよその時期と進め方のイメージについ

て 

・学校施設と複合化を図る機能について 

・個別施設計画記載内容のイメージについて 

令和２年 

６月 25 日 

・計画目標の再検討について 

・福生市個別施設計画・再配置基本方針の一部修正について 

・施設評価と施設の方向性の決め方について 

７月 31 日

～８月４日 

(書面開催) 

・施設評価と施設の方向性の決め方について 

・個別施設計画（案）について 

10 月 22 日 ・計画策定後の公共施設マネジメントの推進について 

11 月 5 日 ・個別施設計画（案）について 
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（３） 福生市公共施設マネジメント庁内検討委員会 実務担当部会 

   ア 構 成 

部会長 企画財政部長 

部会員 

企画調整課長 企画財政部主幹 行政管理課長 財政課長  

契約管財課長 シティセールス推進課長 環境課長  

協働推進課長 障害福祉課長 介護福祉課長 健康課長 

子ども育成課長 子ども家庭支援課長 まちづくり計画課長 

都市建設部主幹 施設公園課長 教育総務課長  

教育指導課長 教育支援課長 学校給食課長（～令和元年度） 

生涯学習推進課長 スポーツ推進課長 公民館長 図書館長 

建築グループリーダー（令和元年度～）  

学校施設係長（令和元年度～） 

安全安心まちづくり課長（令和２年度～） 

   

イ 開催回数 平成 30 年度：８回 令和元年度：３回 令和２年度：４回 

   

ウ 開催内容 

開催日 内 容            

平成 30 年 

６月 28 日 

・福生市公共施設等総合管理計画に基づく個別施設計画の

策定方針（案）について 

・個別施設計画の構成・目次（案）について 

・実務担当部会員アンケート調査について 

・今後の作業スケジュールについて 

８月 10 日 

・実務担当部会員アンケート調査の結果について 

・個別施設計画の記載内容について 

・福生駅西口地区に導入する公共機能（案）について 

８月 28 日 
・個別施設計画の記載内容について 

・福生駅西口地区に導入する公共機能（案）について 

９月 26 日 

・福生駅西口地区に導入する公共機能（案）について 

・個別施設計画の記載内容について 

・今後の作業スケジュールについて 

11 月８日 ・個別施設計画の記載内容について 

12 月 19 日 ・公共施設再配置基本方針（案）について 

平成 31 年 

２月７日 
・公共施設再配置基本方針（案）について 

３月 14 日 ・公共施設再配置基本方針（案）について 
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開催日 内 容            

平成 31 年 

４月 25 日 

・平成 30 年度の庁内検討委員会の活動について 

・平成 31 年度の実務担当部会について 

令和元年 

10 月 24 日 
・再配置基本方針について 

12 月 17 日 

・目標使用年数について 

・各地区の再配置のおよその時期と進め方のイメージにつ

いて 

・学校施設と複合化を図る機能について 

・地域懇談会の開催報告 

令和２年 

４月 27 日～ 

４月 30 日 

（書面開催） 

・令和元年度の庁内検討委員会の取組について（報告） 

・令和２年度の庁内検討委員会の取組について 

・福生市個別施設計画・再配置基本方針の一部修正について 

６月 16 日～ 

６月 19 日 

（書面開催） 

・計画目標の再検討について 

・施設評価と施設の方向性の決め方について 

７月 21 日～ 

7 月 28 日 

（書面開催） 

・施設評価と施設の方向性の決め方について 

・個別施設計画（案）について 

10 月 15 日～ 

10 月 19 日 

（書面開催） 

・個別施設計画（案）について 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 市民や議会との情報共有・意見聴取について 

公共施設の複合化、集約化等の検討は、今後のまちづくりに大きな影響を及

ぼすことから、本計画の策定に当たっては、市民や議会に対し、公共施設の現

状や課題を周知するとともに、本計画に関する説明や意見を聴取する機会を設

けました。 

また、平成 29 年度に実施した公共施設に関するアンケート調査の結果も幅

広い市民の意見として参考にしました。 

 

２ 市民や議会との情報共有・意見聴取 
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（２） 福生のハコモノ（公共施設）を考えよう 地域懇談会 

ア 実施内容 

・市内の公共施設の現状、福生市の取組説明 

・ワークショップ 

  イ ファシリテーター 小澤 はる奈 氏 （元公民館運営審議会委員他） 

ウ 開催実績 

日 付 会 場 参加人数 

令和元年 10 月 19 日（土） わかぎり会館 20 人 

11 月２日（土） 田園会館 17 人 

12 月７日（土） さくら会館 21 人 

   

（３） 市民説明会 

ア 実施内容 

（ア） 基調講演「まちの資産の活用をジブンゴトに －共創を通じた未来の

公共空間の再考－ 」 

   学識経験者 讃岐 亮 氏 （首都大学東京助教） 

（イ） 福生市の公共施設の歴史、現在の取組、今後のスケジュール説明 

   福生市企画財政部行政管理課長 菊地 信吾 

（ウ） 各地区の地域懇談会の報告 

   地域懇談会ファシリテーター 小澤 はる奈 氏 （元公民館運営審議

会委員他） 

（エ） ディスカッション「福生市の公共施設の将来の姿」 

ａ ファシリテーター 小澤 はる奈 氏（元公民館運営審議会委員他） 

ｂ 学識経験者 讃岐 亮 氏 （首都大学東京助教） 

ｃ 地域関係者 田村 光男 氏 （元福生市社会教育委員他） 

ｄ 福生市長 加藤 育男 

イ 開催実績 

日付 会場 参加人数 

令和２年２月９日（日） もくせい会館 80 人 

 

 （４） 市民意見の計画への反映等について 

   ア 地域懇談会での意見 

 地域懇談会では参加者に配布した「質問カード」、懇談会終了後に参加者か

ら寄せていただいた感想、及び「理想の公共施設」を参加者同士で話し合うワ

ークショップの中で、本計画に関して多くの意見をいただきました。 

     寄せられた主な意見は、計画策定の参考とし、可能なものは計画に反映し

ました。主な市民意見と関連する計画の記載内容は、図表 51 のとおりです。 
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図表 51 地域懇談会での意見と計画の記載内容 

 主な意見の要旨 計画の記載 

 

 

 

計

画

期

間 

・40 年という計画期間が長い。 

・40 年計画ではなく 5 年以内の計画

案を説明してほしい。 

・40 年後の話はあまりに遠すぎる。今

活動している施設が 5 年後どうな

るかが心配。 

・体育館、図書館、公民館の具体的な計

画を知りたい。 

・例えば 10 年きざみでマイルストー

ン（中間目標）を設定する考えがあ

るといい。 

 

 

・総合管理計画や、個別施設計画は建物のライ

フサイクルが長いことから、長期の計画とな

っています。（第１章） 

・本計画は個別施設毎に計画策定後の直近 10

年（第 1 期）の建物・機能の方向性を記載し

ますが、多くが「予防保全・継続維持」とな

ります。具体的な改修等の計画は、本計画策

定後、財政的な検討を行った上で定めていき

ます。（第７章） 

・本計画では目標値として、公共施設の総量を

20％以上削減することを掲げますが、計画

には 10 年 1 期毎の施設の削減幅の指標を

示します。（第８章） 

 

 

 

 

総

合

管

理

計

画

の

目

標

値 

 

・他の自治体も削減するので、福生市

ではもっと削減することが必要で

は。 

・全国的に公共施設の削減が進めば平

均値がさがる。平均より高いことで

削減する必要はない。 

・40 年後、４拠点にした場合、どのく

らい効果があるのか、予想される数

字で説明してほしい。 

・人口減少、税収入の減少から将来の

公共施設の縮小は必要。 

・市は人口を増加させたいと聞いた

が、これでは余計減るのでは。 

 

・総合管理計画では、都内 26 市比較などから

公共施設の削減目標を 20％と設定しまし

たが、本計画でもあらためて次の試算を行い

ました。 

①人口の将来予測を踏まえた一人当たりの

公共施設延べ床面積 

②目標使用年数に基づき、既存施設全てを長

寿命化した場合の将来費用 

③今後の公共施設にかかる維持補修費や改

築等にかかる経費 

これらの試算の結果、公共施設の延べ床面積

は35％以上削減する必要があるとの結果と

なりましたが、市民生活への影響を踏まえ、

少なくとも20％以上の削減が必要であると

結論づけます。（第３章） 

 ・再配置基本方針の４校のイメージの

ように小学校が減ると、子どもたちに

とって通うのが大変になのでは。 

・小学校を核とした配置が現実的であ

り、優れていると思う。 

・40 年先のことまで考えられないが、

７つの小学校が４つになるという

ことも現実なのかと思う。 

・仮に小学校を４校とした場合でも、通学距離

は文部科学省が示した基準内となる見込み

ですがご心配もわかります。 

・計画の推進のスケジュールは、40 年の計画

期間を４期に分け、第 1 期に時間をかけて、

市民の御意見をうかがいながら将来の学校

配置を検討し、第 2 期以降に再配置を進め

ていきます。（第 7 章） 

 

 



159 

 主な意見の要旨 計画の記載 

計

画 

・施設の機能の集約と建物の集約は同

一に考えるべきではない。 

・計画は各施設の「機能」と「建物」それぞれ

の方向性を分けて記載しました。（第７章） 

 

 

 

再

配

置

基

本

方

針 

・４つの小学校施設に公共施設を集約

化・複合化するというイメージを示

しているが、少し広すぎるのでは。 

・施設へのアクセスはどう考えるか。

施設を統合した結果、施設難民がで

ないように公共バス、駐車、駐輪施

設なども考慮してほしい。 

・福東地区が他の地区と比べアクセス

が遠い。 

・施設が遠くなると通うのが大変だ。 

・本市の公共交通については、市内には５つの

鉄道駅があるなど、充実しており、福祉バス

の運行も行われていますが、今後も高齢者や

障害者等交通弱者への移動支援の充実とい

う課題もあります。公共施設の再配置は、こ

れらの課題の検討と並行して推進していき

ます。（第８章） 

 ・単純に同じ場所での建直しはできな

いのか。土地の確保が大変では。 

 

・施設の総量抑制、削減を図るには、異なる機

能の施設を統合する複合化、類似した機能の

施設を統合する集約化を進め、効率的なスペ

ースの利用を図る必要があります。そのため

施設を同じ場所で建て替えるのではなく、複

合化、集約化を推進していきます。土地の確

保は今後の課題です。（第５章） 

 ・今でも場所取りに並んでも取れない

場合が多い。 

・施設の再配置は、施設の充足度を配慮して計

画していきます。（第３章） 

 

施

設

の

設

計 

・複合施設の管理の責任分担が心配

だ。現状、学校施設の管理を学校に委

ねすぎていることについて改善を考

えてほしい。 

・責任分担の明確になるような施設の間取り、

動線、防犯上の配慮を検討します。（第５章） 

・施設利用者の状況は変わっていくも

のであると感じている。間取り、設

備の変えられる構造の検討をして

ほしい。 

・今後、公共施設の再配置にあたり整備する複

合施設においては、将来の施設ニーズや人口

構成が変化した場合に対応できるよう間取

りや設備を容易に変えられる設計とするこ

とを計画に記載しました。（第５章） 

デ 

I 

タ

の

公

表 

・人口動向のデータを示してほしい。 

・建物ごとの利用率、管理者（団体）等

の有無、状況を知りたい。 

・年間利用人数、老朽化の度合いの見

える化を。 

・令和２年３月に新たな「人口ビジョン及び総

合戦略」を策定し、国の推計を基にした人口

推計を公表しました。また本計画は、この推

計と整合させています。（第５章） 

・本計画では各施設の現状や課題について整

理、これを踏まえ今後の方向性を記載しまし

た。（第７章） 
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 主な意見の要旨 計画の記載 

 

 

 

 

 

防

災 

・福生第七小学校、福生第五小学校、福

生第三中学校は今秋の台風の時、避

難場所として機能しなかった。福生

第三中学校付近を核として集約とい

うことと矛盾しないか。 

・災害に関して南田園に施設を集中さ

せるより、福生第二小学校近くに集中

させた方がよいのでは。白梅会館と福

生第二小学校の複合施設は考えられ

ないか。 

・再配置のイメージ例はよく考えられ

ていると思いますが、福祉センターの

核の部分は防災の観点から心配があ

る。 

・再配置にあたって整備する複合施設は、防災

拠点として機能できるような検討が必要と

考えています。（第５章） 

・令和元年度にお示しした再配置基本方針で

は福祉センターを核として公共施設の集約

化・複合化を図るイメージ図を描きました

が、本計画ではこれを修正、市の南西地区の

公共施設の再配置は選択肢を広めて今後検

討してまいります。（第５章） 

 

 

 

 

高

齢

化

へ

の

対

応 

 

 

 

・公共施設が有効活用されるための集

約となることを願うが、現在高齢化

がますます進む中で（障害者も含

め）引きこもりが増えない計画であ

ることを望む。集約は施設を家から

遠ざけ、家から出にくくなるので

は。高齢者から子どもまで、近くに

生活の場があることはとってもよ

いのでは。 

・公民館が多いので福生にはたくさん

のサークルがある。高齢化が進む中

で、歩いていけるところに集えると

ころがある方がみんな健康で生き

られると思う。 

・高齢者が利用できる施設は、福祉セ

ンター以外に公民館ということで

しょうか。サロン的に誰でもいつで

も集まれる施設に公民館はなりう

るでしょうか。 

・各施設で旧式トイレがあるが排便が

苦痛。自動式が配置されることを希

望する。 

 

・学校施設と複合化を図る施設機能は、高齢者

の居場所や相談機能を導入する等、高齢化に

対応した機能を備えたものとすることを計

画に定めました。（第５章） 

・バリアフリー化が十分でない施設について

はユニバーサルデザインを目指したバリア

フリー化を図っていくことを計画の方針に

定めました。（第３章） 
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 主な意見の要旨 計画の記載 

再

配

置 

・広くある施設は統廃合し、1 か所し

かない施設（柔剣道場、弓道場）は

残してほしい。 

・現在柔剣道場や弓道場のある中央体育館は、

他の施設との複合化する方向性を定めます。 

・複合化後の具体的な機能は今後の検討にな

ります。（第７章） 

 

 

公

民

連

携 

・複合化、集約化について「企業店舗と

のコラボレーションによる複合型

公共施設」を提案する。目的は公共

施設の財源確保と人々が集まりた

くなる場所づくりに貢献すること。 

・カフェ付き図書館のように公共施設と店舗

のコラボレーションは事例も増えており、検

討の必要があると考えています。また施設の

工夫をすることで、コストを抑えることも検

討していきます。また、計画には、策定後の

取組を定めますが、この中で、民間事業者の

ノウハウを活用した管理手法の導入を検討

していくことも記載しました。（第３章） 

町

会

等 

・地域の活動の拠点（町会、自治会）と

しての運用を考えるべき。小部屋な

どの専用ブースを確保できないか。 

・現在の公共施設が、町会・自治会活動の拠点

として活用されていることも踏まえて個別

施設計画を策定します。（第 7 章） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度の地域懇談会の様子 
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イ 地域懇談会での市民アイデア 

地域懇談会ではワークショップ形式で、グループ別に、「日々通いたくな 

るような施設、近くにあると住みたくなるような施設、市民が幸せになるよ

うな」将来の公共施設の機能のアイデアを出し合い、イメージ図を描写・発

表してもらいました。主なアイデアと関連する計画の記載事項は次のとおり

です。 

 

図表 52 地域懇談会のワークショップで出された機能のアイデアと計画の記載内容 

機能のアイデア 計画の記載（主に第５章） 

〇行政窓口 

相談窓口 1 か所で用事が済む場所 

学校施設と複合化する施設には、高齢化への対応から

高齢者の相談機能を導入することに触れました。ま

た、加速度的な進歩を遂げている高度情報、通信技術

を活用することで、学校施設と複合する施設に市役所

の支所機能の導入を図ることの可能性について触れ

ました。 

〇学習機能 

公民館機能 図書館機能 音楽室 

陶芸窯 調理室 学習室 サークル

室 防音機能・スタジオ 自習室 

「あっという間に調べ事ができる学

び室」「知恵袋」 

再配置基本方針に基づき、身近な公民館機能は小学校

に複合化することを検討します。 

公民館本館は他の施設との複合化を検討します。 

また、コンピュータを活用した学習活動に応じられる

よう ICT 機器を活用できる環境整備を検討していき

ます。 

〇市民が発表できる機能 

ホール 小劇場・ステージ  

ギャラリー 

福生駅西口地区に整備しようとしている公共施設に

は 600～800 席規模のアリーナ機能が計画されて

います。また、本計画においては公民館本館にも更新

時に市民の文化活動の発表の場の機能を引き継ぐこ

とを検討することに触れています。 

〇交流機能 

集会所 交流室 フリースペース 

多目的室 幼児と老人ともに生活で

きる幼老通所施設 誰でも食堂 調

理場 学区を超えた交流 基地との

交流 多世代交流機能 

本計画中では、再配置基本方針に基づき学校施設と複

合化を図る機能を示します。 

この中には、地域の住民が様々な活動が行えるよう、

集会室・会議室等の機能を定めます。 

〇健康増進・スポーツ機能 

温水プール アスレチック トレ

ーニングマシーン 軽スポーツ施

設 健康増進施設 体育館、小運動

場 酸素カプセル 血圧測定 健

康相談窓口 リラックスできるリ

クライニング 休憩ルーム 

現在の体育館はトレーニング室等の機能を備えてい

ます。これらの施設は、学校施設との複合化を検討し

ていきます。 

また、今後整備する複合の核を、健康相談等に活用す

ることや公園を公共施設に併設し、健康遊具等を設置

するアイデアを記載しています。 

 

 



163 

 

機能のアイデア 計画の記載（主に第５章） 

〇子育て支援 子どもの居場所 

保育園 子育て相談 キッズスペ

ース 青少年が集える場  

学童クラブ 

本計画中で示す学校施設と複合化を図る機能の中に、

子育て支援機能や子どもの居場所機能を定めます。 

〇高齢者の居場所 

老人が引きこもりにならず自由に

対話できる場所 温浴施設 サウ

ナ 医療機関 シェアハウス 

本計画中で示す学校施設と複合化を図る機能の中に、

高齢者の居場所や相談機能を定めます。 

〇防災拠点機能 

 災害時避難スペース 食糧庫  

ヘリポート 非常電源 核シェル

ター 

既存の公共施設も災害発生時の一時避難場所、避難生

活を送るための避難所、帰宅困難者の一時滞在施設と

いった機能を持っており、公共施設の再配置に当たっ

ては、これらの機能を引き継ぐものとします。 

〇情報・通信技術等の活用 

 通信施設 Ｗｉ－Ｆｉ インター

ネット設備 パソコン電源 外国

人に対する自由翻訳 UV 発電 

本計画中で示す学校施設と複合化を図る機能の中に、

高度情報・通信技術の活用の可能性について触れま

す。 

〇屋上、敷地を活用した機能 

野菜畑 野菜の直売所 田んぼ 

屋上庭園 池 テラス  

計画中で示す学校施設と複合化を図る機能において、

公園を公共施設に併設するアイデアを記載します。 

 

〇店舗等 

 カラオケ ビアガーデン 居酒屋 

レストラン・食堂 コンビニエンス

ストア カフェ 趣味の物を売れ

るお店 本屋 映画館 

計画中で示す学校施設と複合化を図る機能において、

店舗を併設することで、事業者から税外収入が得ら

れ、暮らしの利便性を高める効果を得るアイデアを記

載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域懇談会で参加者が描いた未来の公共施設 
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福生市公共施設マネジメント庁内検討委員会設置要領 

（設置） 

第１条 福生市公共施設等総合管理計画で定めた基本的な方針に基づく具体的な

取組を検討及び推進するため、福生市公共施設マネジメント庁内検討委員会

（以下「委員会」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 委員会は、公共施設マネジメントの推進に必要な事項を調査審議し、市

長に報告する。 

（組織） 

第３条 委員会は、委員長、副委員長及び委員をもって組織する。 

２ 委員長は、副市長をもって充てる。 

３ 副委員長は、教育長をもって充てる。 

４ 委員は、別表第１に掲げる者その他委員長が必要と認める者をもって充てる。 

（委員長及び副委員長） 

第４条 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

２ 委員長に事故あるとき又は欠けたときは、副委員長がその職務を代理する。 

（会議） 

第５条 委員会は、委員長が必要に応じて招集する。 

２ 会議の進行は、企画財政部長が行うものとする。 

３ 委員長は、審議に必要があるときは、会議に委員でない者の出席を求めるこ

とができる。 

４ 委員会は、委員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができない。 

５ 委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、委員長の決

するところによる。 

（実務担当部会の設置） 

第６条 委員長は実務担当部会（以下「部会」という。）を設置し、専門的事項に

関する調査審議を分掌させることができる。 

２ 部会は、部会長及び部会員をもって組織する。 

３ 部会長は、企画財政部長をもって充て、部会を代表し、会務を総理する。 

４ 部会は、部会長が招集し、議事内容により出席を求める部会員を選定する。 

５ 部会員は、別表第２に掲げる者その他部会長が必要と認める者をもって充て

る。 

３ 関連規程 
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６ 部会における会議の進行は、行政管理課長が行うものとする。 

７ 部会長は、審議に必要があるときは、会議に部会員でない者の出席を求める

ことができる。 

８ 部会は、出席を求める部会員の半数以上が出席しなければ会議を開くことが

できない。 

９ 部会の議事は、出席部会員の過半数で決し、可否同数のときは、部会長の決

するところによる。 

 （庶務） 

第７条 委員会及び部会の庶務は、企画財政部行政管理課において処理する。 

 （委任） 

第８条 この要領に定めるもののほか、委員会及び部会に関し必要な事項は、委

員会については委員長が、部会については部会長が、別に定める。 

   附 則 

 この要領は、平成30年５月10日から施行する。 

   附 則（平成31年４月１日） 

 この要領は、平成31年４月１日から施行する。 

   附 則（令和２年４月1日) 

 この要領は、令和２年４月１日から施行する。 

 

別表第１（第３条関係） 

企画財政部長、総務部長、生活環境部長、福祉保健部長、福祉保健部参事、子

ども家庭部長、都市建設部長、都市建設部参事、教育部長、教育部参事、企画

調整課長、行政管理課長 

 

別表第２（第６条関係） 

企画調整課長、企画財政部主幹、行政管理課長、財政課長、契約管財課長、安

全安心まちづくり課長、シティセールス推進課長、環境課長、協働推進課長、

障害福祉課長、介護福祉課長、健康課長、子ども育成課長、子ども家庭支援課

長、まちづくり計画課長、都市建設部主幹、施設公園課長、建築グループリー

ダー、教育総務課長、学校施設係長、教育指導課長、教育支援課長、生涯学習

推進課長、スポーツ推進課長、公民館長、図書館長 
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